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社会福祉協議会は、住み慣れた地域の中で誰もが
安心して暮らせる社会を作ることを目的とした、
社会福祉法に定められた民間の福祉団体です。

URL：http://www.zamashakyo.jp/

〒252-0021 座間市緑ケ丘1丁目2番1号
座間市立総合福祉センター(サニープレイス座間)内

発行 座間市社会福祉協議会社会福祉法人

Email：info@zamashakyo.jp
TEL.046-266-1294 FAX.046-266-2009

フロム いーふくし

この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費や共同募金の配分金の一部が充てられています。 この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費や共同募金の配分金の一部が充てられています。

　座間市社会福祉協議会ボランティアセンターでは、中高生が夏休
みを活用してボランティアを体験できる「ボランティア体験サマース
クール」を実施しています。ボランティア体験を通じ、福祉について
学び、ボランティア活動への理解を深めることを目的としています。
　平成26年度より、座間市消防本部にて実施される「少年少女消防
教育講座」とも連携し、幅広い体験学習ができるようになっています。
　平成29年度は、以下の日程にて実施しますので、ボランティアや消
防の体験をしてみたい方はぜひご参加ください！

対象：市内在住・在学の中高生

　星の谷地区社会福祉協議会は、神奈川県立座間谷戸山公園（平成5年オープン）
において、平成6年より公園内の水稲栽培・収穫祭などの公園事業に積極的に参加
してきました。また、年間を通して花菖蒲・ザル菊の栽培などを行い、来園者に憩い
のひとときを提供しています。
　平成29年3月からは、田植えから収穫、餅つきと一連の「親子で米作り隊」の指導
も引き継ぎ、長年の活躍と公園の管理運営に貢献をされたことを称え、公益財団法
人神奈川県公園協会より感謝状が送られました。

ボランティア体験サマースクール&
少年少女消防教育講座 開校！

「生活支援コーディネーター」

星の谷地区社会福祉協議会

平成29年度

特　集

日 程

昨年の参加者
細田 慶介くん

昨年の参加者
渡邉 朱音さん

「サマースクールに参加した事が
消防士を目指すきっかけになりま
した。実際の消防士の方々と話や
訓練ができて、楽しかったです。」

「ボランティアでの貴重な経験が
今の勉強にも生かすことができま
した。ボランティア体験を通じて、
自分にも自信がつきました。」

　申込書はボランティアセンターまたは市内の学校の
職員室にあります。ボランティアセンターのホームペー
ジにてダウンロードもできます。

7月14日（金）18時までに直接
ボランティアセンター窓口にご持参ください。

ボランティアセンターホームページへは、
右のＱＲコードの読み取り、または
「座間市社協ボランティアセンター」で検索！

皆さまの集まりに積極的に伺い
たいと思っています。
どうぞよろしくお願いいたします。

　私たち「生活支援コーディネーター」は、地域の助け合い・支え

合いの仕組みづくりをお手伝いいたします。

　座間市社会福祉協議会では、「ともに生きるまちづくり」を進め
るために、地区社会福祉協議会や自治会、民生委員児童委員やボ
ランティア団体などの地域団体や福祉施設などの参加・協力を
得て、地域福祉事業や在宅サービス事業・ボランティア活動支
援・育成事業を展開しています。
　地域の皆さまが座間市社会福祉協議会の趣旨にご賛同いただ
き、地域福祉を推進する一員になっていただくことを目的として
会員制度を設けています。
　今年も7月より自治会や各団体・市内事業所などの皆さまにご
協力いただき「平成29年度座間市社協会員募集」を行います。
より多くの皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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担 当：ボランティアセンター
T E L：046-266-2002 FAX：046-266-1295
Ma i l：vc@zamashakyo.jp
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生活支援コーディネーター（地域支え合い推進委員）って？

＊地域にお伺いします。
＊日常生活のお困りごと・地域のお困りごとを把握します。
＊地域で解決できる仕組みづくりを目指します。

どんなことをするの？

生活支援コーディネーター

あなたの地域を担当する生活支援コーディネーター
市内全域
小林 孝行
市内全域
小林 孝行

市内全域
鈴木 雄介
市内全域
鈴木 雄介

第1圏域･第2圏域
友田 久美子
第1圏域･第2圏域
友田 久美子第1圏域

・相模が丘

・相武台
・広野台
・栗原
・緑ケ丘（2～6丁目）
・明王

・小松原
・ひばりが丘
・東原

・さがみ野
・栗原中央
・南栗原
・西栗原

・緑ケ丘（1丁目）
・立野台
・入谷（3～4丁目）

・入谷（1・2・5丁目）
・四ツ谷
・新田宿
・座間

第4圏域

第5圏域

第6圏域
第2圏域

第3圏域

第3圏域・第4圏域
川邉 孝子
第3圏域・第4圏域
川邉 孝子

第5圏域・第6圏域
中川 久美子
第5圏域・第6圏域
中川 久美子

地区社協

お困りごと

ＮＰＯ法人民間企業

行政

自治会 ボランティア

地域包括
支援センター

善意銀行  ♥♥♥市民の愛♥♥♥ 社協会員募集！ひとりひとりの福祉のつながり

　平成29年2月１日から平成29年3月31日までに座間市社会福祉協議会へご
寄附いただいた方々は次の通りです。ありがとうございました。

　善意銀行では、「社会福祉の役に立ちたい、困っている人を助けたい」という市
民の皆さまの善意を活かし、それを必要としている方々へ橋渡しをしています。

（敬称略・順不同）

小松原いきいき会（20,000円）/ドレーパー記念幼稚園（20,000円）/座間
市チョッピリ先生まつりバザー収益金（10,000円）/県立座間総合高等学
校生徒会（23,992円）/ユニー（株）ピアゴ座間店（41,732円）/座間市リサ
イクルプラザ窓口募金箱（5,131円）/座間市社会福祉協議会窓口募金箱
（9,128円）/入れ歯リサイクル分（45,275円）/匿名（12,017円）

■物品をご寄附いただいた方　合計4件
●指定寄付
小松原いきいき会から小松原保育園へ（トイレットペーパー200ロール）・
小松原幼稚園へ（トイレットペーパー200ロール）
大和法人会から市内福祉施設へ（タオル）
匿名から市内福祉施設へ（大人用紙オムツ）

■浄財をご寄附いただいた方　合計14件：237,275円
●社会福祉のために

小松原いきいき会から成光学園へ（20,000円）・アガペセンターへ
（10,000円）・小松原地区社会福祉協議会へ（5,000円）・小松原2丁目子ど
も会へ（5,000円）
匿名からD＆C！こども食堂へ（10,000円）

●指定寄付
MENU

一般会員
賛助会員
特別会員
※何口でも加入できます。

３００円
１,０００円
３,０００円

善意銀行＆社協会員募集 お問い合わせ
担当：総務企画課
TEL：046 - 2 66 - 1 294  F A X：046 - 2 66 - 2 009

事 前 研 修：7月21日（金）
災 害 救 命 編：8月16日（水）・17日（木）
施 設 編：申込書又はホームページにてご覧ください。
学習のまとめ：8月22日（火）

祝表彰

放水訓練 保育園児とお絵かき

心肺蘇生訓練 イベントの手伝い

座間市社会福祉協議会様 _広報誌 _表面（Ｗ546mm×Ｈ406mm） 天

地

天

地
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　“ほっとカフェ”は平成28年2月に座間市社協地域包括支援センター（平成28年4月より座間市立
野台地域包括支援センターに名称変更）が、認知症の方やご家族様がほっとできるような場を作りた
いとの想いで、座間・手をつなぐ介護者の会、座間市社協登録ボランティアの方々の協力を得ながら
開催しています。
　もうひとつの目的として、認知症に対する理解や知識を広げ、支え合うまちづくりの一助となれれ
ばと考えています。今回は映画を通して、認知症について考える機会にしたいと思います。

※上映時間は93分です。映画終了後、お茶を飲みながら語り合
　える場所をご用意しております。

主催：座間市立野台地域包括支援センター
共催：座間・手をつなぐ介護者の会
協力：座間市社協登録ボランティア

わたしの母、ひろこさんは、アルツハイマー
になって2年。わたしの親不孝歴29年。

　この映画はドキュメンタリーの最高傑作です。
この映画は日常の場面で認知症の人や家族が出くわ
す様々な出来事をユーモアいっぱいに描いています。
この映画を観るだけで教科書を何冊読んでもわから
ない認知症の世界が広がります。
　ぜひ医師をはじめ、介護の方や家族の方にも観て
欲しいと思います。

遠藤英俊
(国立長寿医療研究センター・内科総合診療部長)

市内を6つの圏域に分
け、各地域での課題抽出・
解決への取り組みを支援
します。

お問い合わせ  T E L：046 - 2 66 - 2 005（座間市立野台地域包括支援センター）

お申し込み：座間市立野台地域包括支援センター
　　　　　 （TE L：046 - 2 66 - 2 005）

日　時 偶数月の最終金曜日
（12月のみ第3金曜日）
13時30分～15時30分

場　所 サニープレイス座間（2階会議室）

参加費 一世帯 100円
（お飲み物代として）

日　時 平成29年7月28日（金）
13時30分～

場　所 サニープレイス座間（3階多目的室）

参加費 無料

１.圏域別活動計画

計画を実施していく中で
見えてきた座間市の課題
に対して、行政とも協働で
きるよう働きかけます。

３.行政提言

・平成28年度 決算 ・平成29年度 予算

平成28年度
一般会計

収入

合計 414,627,045円

座間市全体で取り組む
べき課題に対して、座間
市社会福祉協議会が中
心となって取り組みを
行います。

 ● 地域を見守り・
   見守られる環境づくり
 ● 福祉の担い手づくり
 ● 誰もが安心できる
   居場所づくり
 ● 地域を支える
   お金の仕組みづくり
 ● 福祉情報を得る
   仕組みづくり

２.福祉重点項目

開催時間内であれば
出入り自由です。

お気軽にお越しください。

第3次
座間市地域福祉活動計画
ができました。
誰もが安心して暮らせる、
ともに助け合うまちづくりを目指して

ほ っ と カ フ ェ と

★ほっとカフェのご案内 ★映画会のお知らせ

映 画 上 映

～みんながつながり、安心を感じる座間～

社会福祉法人座間市社会福祉協議会 第20期役員等名簿

平成29年度 新役員紹介並びに決算報告・予算計画事業報告・事業計画

【新会長あいさつ】
社会福祉法人
座間市社会福祉協議会

会 長  飛田 昭

～監督の言葉 関口祐加～

　ともに生きる社会づくりを実現するために、身近な福祉問題や課
題に対して、座間市社会福祉協議会と市民や行政・地域団体（地区
社会福祉協議会・自治会・民生委員児童委員・当事者団体・ボラン
ティアグループ・事業者など）が連携し、情報共有やネットワークづ
くりの強化・解決に向けた取り組みを実行する為の行動計画です。
　市民一人ひとりが地域福祉に関心を持ち、課題の共有化や解決
に向けた取り組みを行う事で、「つながり」と「座間に住んでいて良
かった」とみんなが思える地域づくりを目指します。

詳しくは、座間市社会福祉協議会「ホームページ」
（URL）http://www.zamashakyo.jp/をご覧ください。

平成28年度 事業報告 平成29年度 事業計画
　平成２８年度は、新規事業として生活支援
体制整備事業と生活困窮者自立支援事業の
家計相談事業の受託を行い、地域の課題の
取り組みに努めました。
　同時に、事務局体制や事業運営の見直しな
どをテーマに戦略会議を行い、地域福祉推
進のための体制づくりを検討しました。
　また、地域の方 と々共に地域課題の解決に
取り組むための計画として、アンケートやヒア
リング調査による地域の分析を行い、「第３次
座間市地域福祉活動計画」の策定を行いま
した。
　事業活動においては、法人組織として社会
福祉法の改正に対処するとともに、適正な運
営に努めました。また、生活困窮者支援や子
どもの貧困対策、孤立した世帯への見守りな
ど、多様化する生活課題や新たな福祉課題
に取り組むべく、社会福祉協議会として地域
で活動される方 と々のつながりを広めるととも
に、課題解決に向けて積極的に事業展開を
行ってまいりました。

　このたび、座間市社会福祉協議会の会長に就任いたしました飛田昭でございます。社会福祉協議会
の会長として、座間市の地域福祉の発展と適正な法人の事業運営に積極的に努めてまいります。どうぞ
宜しくお願い申し上げます。
　近年、地域社会を取り巻く環境が大きく変化する中、私たち座間市社会福祉協議会は地域福祉を推進
する団体として、座間市における様々な地域課題に取り組むべく、平成２９年４月「第３次座間市地域福祉
活動計画」を策定しスタートしました。本計画では基本理念「誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い支
え合うまちづくりを目指して」を掲げ、座間市が目指す福祉を実現するためには、住民参加、住民主体がとて
も大きな推進力になることを示しております。市民をはじめ、地域で活動されている自治会や民生委員児童
委員、ボランティア、団体、企業など、様々にご活躍されている皆さま方が、福祉を築く担い手となるよう、共
に手をたずさえ、支え合い、つながらなければ何も始まりません。地域で社会福祉協議会が存在を発揮出
来るよう、役職員一丸となって日々努力してまいります。
　皆さまの更なるご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ、私の挨拶といたします。

□役員（任期：平成29年6月12日から平成31年6月定時評議員会終結まで）
　会　　長　　飛田　　昭　　学識有識者
　副 会 長　　阿部　正信　　民生委員児童委員協議会
　　 〃　　　 菊地　　孝　　自治会総連合会
　常務理事　　黒部　邦雄　　学識有識者
　理　　事　　大内　裕子　　民間保育園理事長園長会
　　 〃　　　 鈴木　孝幸　　障害者団体連合会
　　 〃　　　 曽根　　齊　　老人クラブ連合会
　　 〃　　　 長谷川昌夫　　ボランティア連絡協議会
　　 〃　　　 髙橋　一元　　学識有識者
　監　　事　　佐藤　弥斗　　座間市議会
　　 〃　　　 清水　春男　　民生委員児童委員協議会
　　 〃　　　 前田　勝義　　人権擁護委員会

□評議員会（任期：平成29年4月1日から平成33年6月定時評議員会終結まで）
　評議員　　稲垣　文野　　民生委員児童委員協議会
　　〃　　　河原田純子　　民生委員児童委員協議会
　　〃　　　山田　壽朗　　民生委員児童委員協議会
　　〃　　　（推薦依頼中）　自治会総連合会
　　〃　　　（推薦依頼中）　自治会総連合会
　　〃　　　稲垣　誠子　　民間保育園理事長園長会
　　〃　　　野島　　徹　　民間社会福祉施設
　　〃　　　新井　修身　　障害者団体連合会
　　〃　　　小原　幸子　　ボランティア連絡協議会
　　〃　　　髙垣　雄二　　老人クラブ連合会
　　〃　　　関根　弘子　　母子福祉白梅会
　　〃　　　鈴木　節男　　座間保護区保護司会

　評議員　　松田　純治　　地区社会福祉協議会
　　〃　　　松村　　坦　　地区社会福祉協議会
　　〃　　　溝渕　信一　　座間ロータリークラブ
　　〃　　　京免　康彦　　座間市議会
　　〃　※　松山　斉久　　座間市医師会
　　〃　　　長本　享一　　座間市商工会
　　〃　　　中島千加子　　福祉行政
　※任期：平成29年6月5日から平成33年6月定時評議員会終結まで

　座間市社会福祉協議会は「誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い支え合うまちづくりを目指して」
を基本理念とし、「我が事」「丸ごと」のまちづくりをこれまで以上に地域住民の方 と々協働し、社会福祉
法人制度改革に従ってより、透明性のある親しみやすい法人運営を行いつつ、福祉のまちづくりを推進
してまいります。
平成２９年度重点事業
（１）「我が事」のまちづくりに向けた取り組みの深化
　地区社会福祉協議会活動支援のほか、平成２８年度より受託した生活支援コーディネーターの配置
により、地域課題を明確化し、自治会・地区社会福祉協議会・民生委員児童委員・老人クラブ・地域包
括支援センター・商店・企業・NPO・社会福祉法人などの多様な主体との連携による課題解決に向けた
取り組みを行います。
（２）「丸ごと」の総合相談体制の確立及び権利擁護の充実
　市民からの相談窓口を一本化し、ワンストップ相談支援体制の構築を行います。相談内容は内部共
有したうえで、課題整理を行い、関係機関との連携を図りながら市民が安心して暮らせる地域づくりを
行います。
（３）ボランティアおよび福祉業務従事者等福祉人材の発掘・育成支援
　地区社会福祉協議会活動者やボランティアなど、住民参加型福祉を推進し、ボランティアセンター登
録者、ファミリー・サポート事業およびにこにこサービス事業の協力会員登録者の増加を目指します。
（４）質の高い介護サービスの提供と総合事業の対応
　通所介護・居宅介護支援・訪問看護ステーション事業の安定経営を目指し、今年度より実施される総
合事業への対応も視野に入れ、採算性や継続性を検討します。
（５）自主財源確保に向けた取り組みの加速と組織内部機構改革
　地域福祉活動を推進するうえで必要な自主財源の確保に向けた取り組みを役職員一丸となって取り
組みます。
　また、社会福祉制度改革やその他諸制度改正に対応するため、適切な人員配置による法人運営と包
括的な支援体制を構築します。

●会費・寄付金収入
　（7,183,546円）

●経常経費補助金収入
　（104,100,396円）

●受託金収入
　（108,733,950円）

●事業収入
　（42,623,669円）

●介護保険事業等収入
　（149,183,223円）

●その他の収入
　（2,802,261円）

支出

合計 438,261,136円
●人件費支出
　（299,052,174円）

●事業費支出
　（92,213,835円）

●事務費支出
　（10,576,688円）

●収益事業売上原価支出
　（25,613,237円）

●助成金支出
　（6,832,340円）

●その他の支出
　（3,972,862円）

平成29年度
一般会計

収入

合計 467,622,000円
●会費・寄付金収入
　（7,850,000円）

●経常経費補助金収入
　（99,719,000円）

●受託金収入
　（120,433,000円）

●事業収入
　（34,756,000円）

●介護保険事業等収入
　（181,328,000円）

●その他の収入
　（23,536,000円）

支出

合計 467,622,000円
●人件費支出
　（316,620,000円）

●事業費支出
　（102,370,000円）

●事務費支出
　（14,851,000円）

●収益事業売上原価支出
　（19,928,000円）

●助成金支出
　（8,969,000円）

●その他の支出
　（4,884,000円）

要予約：
130名まで

ひ　 だ あきら

座間市社会福祉協議会様 _広報誌 _中面（Ｗ546mm×Ｈ406mm） 天

地

天
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　“ほっとカフェ”は平成28年2月に座間市社協地域包括支援センター（平成28年4月より座間市立
野台地域包括支援センターに名称変更）が、認知症の方やご家族様がほっとできるような場を作りた
いとの想いで、座間・手をつなぐ介護者の会、座間市社協登録ボランティアの方々の協力を得ながら
開催しています。
　もうひとつの目的として、認知症に対する理解や知識を広げ、支え合うまちづくりの一助となれれ
ばと考えています。今回は映画を通して、認知症について考える機会にしたいと思います。

※上映時間は93分です。映画終了後、お茶を飲みながら語り合
　える場所をご用意しております。

主催：座間市立野台地域包括支援センター
共催：座間・手をつなぐ介護者の会
協力：座間市社協登録ボランティア

わたしの母、ひろこさんは、アルツハイマー
になって2年。わたしの親不孝歴29年。

　この映画はドキュメンタリーの最高傑作です。
この映画は日常の場面で認知症の人や家族が出くわ
す様々な出来事をユーモアいっぱいに描いています。
この映画を観るだけで教科書を何冊読んでもわから
ない認知症の世界が広がります。
　ぜひ医師をはじめ、介護の方や家族の方にも観て
欲しいと思います。

遠藤英俊
(国立長寿医療研究センター・内科総合診療部長)

市内を6つの圏域に分
け、各地域での課題抽出・
解決への取り組みを支援
します。

お問い合わせ  T E L：046 - 2 66 - 2 005（座間市立野台地域包括支援センター）

お申し込み：座間市立野台地域包括支援センター
　　　　　 （TE L：046 - 2 66 - 2 005）

日　時 偶数月の最終金曜日
（12月のみ第3金曜日）
13時30分～15時30分

場　所 サニープレイス座間（2階会議室）

参加費 一世帯 100円
（お飲み物代として）

日　時 平成29年7月28日（金）
13時30分～

場　所 サニープレイス座間（3階多目的室）

参加費 無料

１.圏域別活動計画

計画を実施していく中で
見えてきた座間市の課題
に対して、行政とも協働で
きるよう働きかけます。

３.行政提言

・平成28年度 決算 ・平成29年度 予算

平成28年度
一般会計

収入

合計 414,627,045円

座間市全体で取り組む
べき課題に対して、座間
市社会福祉協議会が中
心となって取り組みを
行います。

 ● 地域を見守り・
   見守られる環境づくり
 ● 福祉の担い手づくり
 ● 誰もが安心できる
   居場所づくり
 ● 地域を支える
   お金の仕組みづくり
 ● 福祉情報を得る
   仕組みづくり

２.福祉重点項目

開催時間内であれば
出入り自由です。

お気軽にお越しください。

第3次
座間市地域福祉活動計画
ができました。
誰もが安心して暮らせる、
ともに助け合うまちづくりを目指して

ほ っ と カ フ ェ と

★ほっとカフェのご案内 ★映画会のお知らせ

映 画 上 映

～みんながつながり、安心を感じる座間～

社会福祉法人座間市社会福祉協議会 第20期役員等名簿

平成29年度 新役員紹介並びに決算報告・予算計画事業報告・事業計画

【新会長あいさつ】
社会福祉法人
座間市社会福祉協議会

会 長  飛田 昭

～監督の言葉 関口祐加～

　ともに生きる社会づくりを実現するために、身近な福祉問題や課
題に対して、座間市社会福祉協議会と市民や行政・地域団体（地区
社会福祉協議会・自治会・民生委員児童委員・当事者団体・ボラン
ティアグループ・事業者など）が連携し、情報共有やネットワークづ
くりの強化・解決に向けた取り組みを実行する為の行動計画です。
　市民一人ひとりが地域福祉に関心を持ち、課題の共有化や解決
に向けた取り組みを行う事で、「つながり」と「座間に住んでいて良
かった」とみんなが思える地域づくりを目指します。

詳しくは、座間市社会福祉協議会「ホームページ」
（URL）http://www.zamashakyo.jp/をご覧ください。

平成28年度 事業報告 平成29年度 事業計画
　平成２８年度は、新規事業として生活支援
体制整備事業と生活困窮者自立支援事業の
家計相談事業の受託を行い、地域の課題の
取り組みに努めました。
　同時に、事務局体制や事業運営の見直しな
どをテーマに戦略会議を行い、地域福祉推
進のための体制づくりを検討しました。
　また、地域の方 と々共に地域課題の解決に
取り組むための計画として、アンケートやヒア
リング調査による地域の分析を行い、「第３次
座間市地域福祉活動計画」の策定を行いま
した。
　事業活動においては、法人組織として社会
福祉法の改正に対処するとともに、適正な運
営に努めました。また、生活困窮者支援や子
どもの貧困対策、孤立した世帯への見守りな
ど、多様化する生活課題や新たな福祉課題
に取り組むべく、社会福祉協議会として地域
で活動される方 と々のつながりを広めるととも
に、課題解決に向けて積極的に事業展開を
行ってまいりました。

　このたび、座間市社会福祉協議会の会長に就任いたしました飛田昭でございます。社会福祉協議会
の会長として、座間市の地域福祉の発展と適正な法人の事業運営に積極的に努めてまいります。どうぞ
宜しくお願い申し上げます。
　近年、地域社会を取り巻く環境が大きく変化する中、私たち座間市社会福祉協議会は地域福祉を推進
する団体として、座間市における様々な地域課題に取り組むべく、平成２９年４月「第３次座間市地域福祉
活動計画」を策定しスタートしました。本計画では基本理念「誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い支
え合うまちづくりを目指して」を掲げ、座間市が目指す福祉を実現するためには、住民参加、住民主体がとて
も大きな推進力になることを示しております。市民をはじめ、地域で活動されている自治会や民生委員児童
委員、ボランティア、団体、企業など、様々にご活躍されている皆さま方が、福祉を築く担い手となるよう、共
に手をたずさえ、支え合い、つながらなければ何も始まりません。地域で社会福祉協議会が存在を発揮出
来るよう、役職員一丸となって日々努力してまいります。
　皆さまの更なるご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ、私の挨拶といたします。

□役員（任期：平成29年6月12日から平成31年6月定時評議員会終結まで）
　会　　長　　飛田　　昭　　学識有識者
　副 会 長　　阿部　正信　　民生委員児童委員協議会
　　 〃　　　 菊地　　孝　　自治会総連合会
　常務理事　　黒部　邦雄　　学識有識者
　理　　事　　大内　裕子　　民間保育園理事長園長会
　　 〃　　　 鈴木　孝幸　　障害者団体連合会
　　 〃　　　 曽根　　齊　　老人クラブ連合会
　　 〃　　　 長谷川昌夫　　ボランティア連絡協議会
　　 〃　　　 髙橋　一元　　学識有識者
　監　　事　　佐藤　弥斗　　座間市議会
　　 〃　　　 清水　春男　　民生委員児童委員協議会
　　 〃　　　 前田　勝義　　人権擁護委員会

□評議員会（任期：平成29年4月1日から平成33年6月定時評議員会終結まで）
　評議員　　稲垣　文野　　民生委員児童委員協議会
　　〃　　　河原田純子　　民生委員児童委員協議会
　　〃　　　山田　壽朗　　民生委員児童委員協議会
　　〃　　　（推薦依頼中）　自治会総連合会
　　〃　　　（推薦依頼中）　自治会総連合会
　　〃　　　稲垣　誠子　　民間保育園理事長園長会
　　〃　　　野島　　徹　　民間社会福祉施設
　　〃　　　新井　修身　　障害者団体連合会
　　〃　　　小原　幸子　　ボランティア連絡協議会
　　〃　　　髙垣　雄二　　老人クラブ連合会
　　〃　　　関根　弘子　　母子福祉白梅会
　　〃　　　鈴木　節男　　座間保護区保護司会

　評議員　　松田　純治　　地区社会福祉協議会
　　〃　　　松村　　坦　　地区社会福祉協議会
　　〃　　　溝渕　信一　　座間ロータリークラブ
　　〃　　　京免　康彦　　座間市議会
　　〃　※　松山　斉久　　座間市医師会
　　〃　　　長本　享一　　座間市商工会
　　〃　　　中島千加子　　福祉行政
　※任期：平成29年6月5日から平成33年6月定時評議員会終結まで
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社会福祉協議会は、住み慣れた地域の中で誰もが
安心して暮らせる社会を作ることを目的とした、
社会福祉法に定められた民間の福祉団体です。

URL：http://www.zamashakyo.jp/

〒252-0021 座間市緑ケ丘1丁目2番1号
座間市立総合福祉センター(サニープレイス座間)内

発行 座間市社会福祉協議会社会福祉法人

Email：info@zamashakyo.jp
TEL.046-266-1294 FAX.046-266-2009

フロム いーふくし

この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費や共同募金の配分金の一部が充てられています。 この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費や共同募金の配分金の一部が充てられています。

　座間市社会福祉協議会ボランティアセンターでは、中高生が夏休
みを活用してボランティアを体験できる「ボランティア体験サマース
クール」を実施しています。ボランティア体験を通じ、福祉について
学び、ボランティア活動への理解を深めることを目的としています。
　平成26年度より、座間市消防本部にて実施される「少年少女消防
教育講座」とも連携し、幅広い体験学習ができるようになっています。
　平成29年度は以下の日程にて実施しますので、ボランティアや消
防の体験をしてみたい方はぜひご参加ください！

対象：市内在住・在学の中高生

　星の谷地区社会福祉協議会は、神奈川県立座間谷戸山公園（平成5年オープン）
において、平成6年より公園内の水稲栽培・収穫祭などの公園事業に積極的に参加
してきました。また、年間を通して花菖蒲・ザル菊の栽培などを行い、来園者に憩い
のひとときを提供しています。
　平成29年3月からは、田植えから収穫、餅つきと一連の「親子で米作り隊」の指導
も引き継ぎ、長年の活躍と公園の管理運営に貢献をされたことを称え、公益財団法
人神奈川県公園協会より感謝状が送られました。

ボランティア体験サマースクール&
少年少女消防教育講座 開校！

「生活支援コーディネーター」

星の谷地区社会福祉協議会

平成29年度

特　集

日 程

昨年の参加者
細田 慶介くん

昨年の参加者
渡邉 朱音さん

「サマースクールに参加した事が
消防士を目指すきっかけになりま
した。実際の消防士の方々と話や
訓練ができて、楽しかったです。」

「ボランティアでの貴重な経験が
今の勉強にも生かすことができま
した。ボランティア体験を通じて、
自分にも自信がつきました。」

　申込書はボランティアセンターまたは市内の学校の
職員室にあります。ボランティアセンターのホームペー
ジにてダウンロードもできます。

7月14日（金）18時までに直接
ボランティアセンター窓口にご持参ください。

ボランティアセンターホームページへは、
右のＱＲコードの読み取りまたは
「座間市社協ボランティアセンター」で検索！

皆さまの集まりに積極的に伺い
たいと思っています。
どうぞよろしくお願いいたします。

　私たち「生活支援コーディネーター」は、地域の助け合い・支え

合いの仕組みづくりをお手伝いいたします。

　座間市社会福祉協議会では、「ともに生きるまちづくり」を進め
るために、地区社会福祉協議会や自治会、民生委員児童委員やボ
ランティア団体などの地域団体や福祉施設などの参加・協力を
得て、地域福祉事業や在宅サービス事業・ボランティア活動支
援・育成事業を展開しています。
　地域の皆さまが座間市社会福祉協議会の趣旨にご賛同いただ
き、地域福祉を推進する一員になっていただくことを目的として
会員制度を設けています。
　今年も7月より自治会や各団体・市内事業所などの皆さまにご
協力いただき「平成29年度座間市社協会員募集」を行います。
より多くの皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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担 当：ボランティアセンター
T E L：046-266-2002 FAX：046-266-1295
Ma i l：vc@zamashakyo.jp
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生活支援コーディネーター（地域支え合い推進委員）って？

＊地域にお伺いします。
＊日常生活のお困りごと・地域のお困りごとを把握します。
＊地域で解決できる仕組みづくりを目指します。

どんなことをするの？

生活支援コーディネーター

あなたの地域を担当する生活支援コーディネーター
市内全域
小林 孝行
市内全域
小林 孝行

市内全域
鈴木 雄介
市内全域
鈴木 雄介

第1圏域･第2圏域
友田 久美子
第1圏域･第2圏域
友田 久美子第1圏域

・相模が丘

・相武台
・広野台
・栗原
・緑ケ丘（2～6丁目）
・明王

・小松原
・ひばりが丘
・東原

・さがみ野
・栗原中央
・南栗原
・西栗原

・緑ケ丘（1丁目）
・立野台
・入谷（3～4丁目）

・入谷（1・2・5丁目）
・四ツ谷
・新田宿
・座間

第4圏域

第5圏域

第6圏域
第2圏域

第3圏域

第3圏域・第4圏域
川邉 孝子
第3圏域・第4圏域
川邉 孝子

第5圏域・第6圏域
中川 久美子
第5圏域・第6圏域
中川 久美子

地区社協

お困りごと

ＮＰＯ法人民間企業

行政

自治会 ボランティア

地域包括
支援センター

善意銀行  ♥♥♥市民の愛♥♥♥ 社協会員募集！ひとりひとりの福祉のつながり

　平成29年2月１日から平成29年3月31日までに座間市社会福祉協議会へご
寄附いただいた方々は次の通りです。ありがとうございました。

　善意銀行では、「社会福祉の役に立ちたい、困っている人を助けたい」という市
民の皆さまの善意を活かし、それを必要としている方々へ橋渡しをしています。

（敬称略・順不同）

小松原いきいき会（20,000円）/ドレーパー記念幼稚園（20,000円）/座間
市チョッピリ先生まつりバザー収益金（10,000円）/県立座間総合高等学
校生徒会（23,992円）/ユニー（株）ピアゴ座間店（41,732円）/座間市リサ
イクルプラザ窓口募金箱（5,131円）/座間市社会福祉協議会窓口募金箱
（9,128円）/入れ歯リサイクル分（45,275円）/匿名（12,017円）

■物品をご寄附いただいた方　合計4件
●指定寄付
小松原いきいき会から小松原保育園へ（トイレットペーパー200ロール）・
小松原幼稚園へ（トイレットペーパー200ロール）
大和法人会から市内福祉施設へ（タオル）
匿名から市内福祉施設へ（大人用紙オムツ）

■浄財をご寄附いただいた方　合計14件：237,275円
●社会福祉のために

小松原いきいき会から成光学園へ（20,000円）・アガペセンターへ
（10,000円）・小松原地区社会福祉協議会へ（5,000円）・小松原2丁目子ど
も会へ（5,000円）
匿名からD＆C！こども食堂へ（10,000円）

●指定寄付
MENU

一般会員
賛助会員
特別会員
※何口でも加入できます。

３００円
１,０００円
３,０００円

善意銀行＆社協会員募集 お問い合わせ
担当：総務企画課
TEL：046 - 2 66 - 1 294  F A X：046 - 2 66 - 2 009

事 前 研 修：7月21日（金）
災 害 救 命 編：8月16日（水）・17日（木）
施 設 編：申込書又はホームページにてご覧ください。
学習のまとめ：8月22日（火）

祝表彰

放水訓練 保育園児とお絵かき

心肺蘇生訓練 イベントの手伝い

座間市社会福祉協議会様 _広報誌 _表面（Ｗ546mm×Ｈ406mm） 天

地

天

地


